
今、高校生が考えるデジタルシティズンシップとは ーデジタルウェルビーイングな社会を目指してー
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AIの使い方

①chatGPTについて

現状 : レポートや小論文に利用できてしまう

回答が正確かは不明，著作権侵害の可能性あり

解決策 : 添削や校閲など、より良い使い方の教育が必要



AIの使い方

②画像生成AIについて

現状 : フェイクニュースの出回り

解決策 : 情報の見分け方を学校で教える

→メディアリテラシーの向上



②端末の制限はどこまで？
・制限がかかりすぎ

・大人メインのルール

→子供中心のルール！

→秩序が守られる程度でいいのでは？

・元が分からない

→どうしてルールがあるのか知りたい！

→どんな事ならして良いのか自分で判断する力をつける

大人と一緒に議論をする場が欲しい！



③情報の入手方法

昔と比べて情報の入手方法が変わってきている

最近は情報が欲しいときgoogle、yahoo、safariなど
のツールを使っている人が多い



検索に関する教育

今、またはこれからの時代このような教育は必要と
されるはず

さらに、デジタル端末はいまや小学生までもが所持
しているため小学生からの教育が必要



まとめ

・大人と一緒に議論をする場が欲しい

→子供中心だけど大人が関わったルール

・時代に合わせたデジタル教育が必要

→メディアリテラシー

→情報の入手方法
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